
　

米
国
聖
公
会
の
『
結
婚
に
関
す

る
研
究
の
報
告
書
』の
邦
訳（
抄
訳
）

を
読
み
ま
し
た
。
米
国
聖
公
会
は
、

既
に
２
０
１
５
年
の
総
会
で
「
同

性
婚
」
を
認
め
る
決
議
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
『
報
告
書
』
は
、
２

０
１
５
年
の
総
会
に
公
的
研
究
報

告
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
『
報
告
書
』
を
翻
訳
し
た

の
は
、
日
本
聖
公
会
神
学
教
理
委

員
会
で
す
。
日
本
社
会
で
も
「
同

性
婚
」
の
問
題
が
顕
在
化
し
始
め

て
お
り
、
近
い
将
来
日
本
聖
公
会

も
「
同
性
婚
」
の
問
題
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
来
て
、「
結

婚
」（
聖
婚
）
の
神
学
的
意
味
を
再

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
見

越
し
た
翻
訳
で
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

各
教
会
で
日
々
「
結
婚
式
」
を

求
め
る
人
々
に
対
応
し
て
い
る
司

祭
や
信
徒
役
員
の
方
々
。あ
る
い
は
、

結
婚
に
関
す
る
よ
り
実
践
的
な
論

議
を
必
要
と
し
て
い
る
と
い
う
意

味
で
、
こ
の
『
報
告
書
』
の
内
容

は
余
り
に
も
抽
象
的
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
『
報

告
書
』
の
内
容
は
、
大
方
の
予
想

に
反
し
て
、「
同
性
婚
」
を
神
学
的

に
正
当
化
す
る
言
説
で
埋
め
尽
く

さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
極

め
て
慎
重
に
聖
書
的
、
教
理
的
、

歴
史
的
、
牧
会
的
、
社
会
的
立
場

か
ら
結
婚
の
キ
リ
ス
ト
教
的
意
義

に
つ
い
て
、
多
数
の
聖
職
、
信
徒

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
方
法
で
検
証

し
た
も
の
だ
と
言
え
ま
す
。

　

聖
書
的
枠
組
み
を
論
じ
る
第
二

論
文
で
は
、
旧
約
聖
書
の
創
世
記

第
２
章
か
ら
、
結
婚
に
関
連
す
る

律
法
（
申
命
記
第
22
章
、
レ
ビ
記

第
20
章
、サ
ム
エ
ル
記
上
第
１
章
他
）

を
考
察
し
、
そ
れ
と
の
関
連
で
新

約
聖
書
の
牧
会
書
簡
に
触
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
で
の
結
婚
と
関
連

す
る
律
法
や
倫
理
は
、「
移
ろ
い
や

す
い
」
社
会
的
慣
習
と
関
連
し
て

変
化
し
、
ま
た
多
様
で
あ
る
こ
と

を
見
出
し
ま
す
。「
両
性
婚
」
と
言

う
律
法
に
つ
い
て
す
ら
、
歴
史
的

に
そ
れ
に
反
す
る
実
態
が
存
在
し
、

多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
男
女

間
の
結
婚
を
正
当
と
し
て
い
た
と

し
て
も
、「
同
性
婚
」
は
そ
の
ど
の

時
代
に
も
実
際
に
存
在
し
た
事
実

は
重
く
、
や
は
り
「
両
性
婚
」
の

否
定
が「
変
わ
る
こ
と
が
な
い
」（
普

遍
性
が
あ
る
）
と
ま
で
は
言
い
き

れ
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
点

は
理
解
で
き
て
も
、
す
っ
と
胸
に

収
ま
ら
な
い
方
は
多
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
は
「
結
婚
」
に
つ
い
て
変

わ
ら
な
い
キ
リ
ス
ト
教
的
意
味
は
、

一
体
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
『
報
告
』
で
は
、
最
後
に
「
創

世
記
」
第
２
章
の
文
言
と
「
エ
フ
ェ

ソ
の
信
徒
へ
の
手
紙
」
第
５
章
を

中
心
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
パ
ウ

ロ
の
結
婚
感
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。

聖
書
の
結
婚
の
「
移
ろ
い
や
す
い
」

要
素
を
一
端
捨
て
、
神
の
国
に
向

か
う
た
め
の
普
遍
的
要
素
と
し
て

「
召
命
と
し
て
の
結
婚
」
と
い
う
魅

力
的
な
視
点
が
提
起
さ
れ
、
こ
の

観
点
が
こ
の
『
報
告
書
』
を
貫
い

て
行
き
ま
す
。

　

パ
ウ
ロ
は
結
婚
に
お
け
る
一
致

（
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
）
を
、「
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
が
教
会
を
花
嫁
の

様
に
愛
し
て
、教
会
と
一
つ
に
な
る
」

イ
メ
ー
ジ
と
の
類
比
で
教
え
、
し

か
も
、
そ
れ
は
終
末
論
的
な
「
天

に
あ
る
者
も
地
に
あ
る
も
の
も
、

キ
リ
ス
ト
の
愛
の
も
と
に
一
つ
に

な
る
」
と
い
う
神
秘
と
重
ね
合
わ

せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
召
命
は
、
キ

リ
ス
ト
者
は
結
婚
し
ろ
と
い
う
命

令
で
は
な
く
、
結
婚
し
な
い
と
言

う
選
択
を
否
定
す
る
も
の
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
、「
互

い
に
愛
し
合
い
な
さ
い
」（
Ⅰ
ヨ
ハ

４
：
７
）
と
い
う
招
き
に
応
じ
た

人
間
が
、
一
人
で
は
な
く
二
人
（
複

数
の
最
小
単
位
）
で
約
束
さ
れ
た

世
界
に
向
か
い
、
様
々
な
助
け
あ

い
の
中
で
「
ひ
と
つ
に
な
る
」
と

言
う
キ
リ
ス
ト
の
奇
跡
へ
の
招
き

な
の
で
す
。
そ
れ
こ
そ
教
会
が
堅

持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
結
婚

の
キ
リ
ス
ト
教
的
本
質
だ
と
『
報

告
書
』
は
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

私
に
は
理
解
で
き
な
い
内
容
も

多
い
の
で
す
が
、
結
局
『
報
告
書
』

が
強
調
す
る
の
は
、
先
月
、
信
岡

章
人
先
生
が
見
事
に
教
え
て
お
ら

れ
た
「
キ
リ
ス
ト
を
迎
え
入
れ
、

旅
人
を
も
て
な
し
、戸
を
閉
め
な
い
」

教
会
の
、「
結
婚
」
と
い
う
側
面
に

お
け
る
役
割
を
考
え
て
い
る
と
思

え
る
の
で
す
。
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2018年
７月 号

５
月
20
日
（
日
）

　

マ　

タ　

イ　

服　

部　
　
　

崇

　

エ
ド
ワ
ー
ド　

服　

部　
　
　

航

　

ノ　

エ　

ル　

服　

部　
　
　

望

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

５
月
27
日
（
日
）

　

エ
ス
テ
ル　

杉　

野　

愛　

依

松
江
基
督
教
会

５
月
13
日
（
日
）

　

ヤ　

コ　

ブ　

武　

田　

龍
二
郎

　

エ
リ
サ
ベ
ツ　

武　

田　

千　

鶴

　

ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス　

松　

本　

俊　

悟

神
戸
昇
天
教
会

５
月
20
日
（
日
）

　

マ　

タ　

イ　

服　

部　
　
　

崇

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

ご　
　

逝　
　

去

鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

執
事　

デ
オ
ヌ
シ
オ　

遠
藤
　
雅
己

召
命
と
し
て
の
結
婚

召
命
と
し
て
の
結
婚

祝　
　

洗　
　

礼

４
月
20
日
（
金
）

　

ジ
ェ
ロ
ー
ム　

六　

井　

龍　

洋

明
石
マ
リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ン
教
会

６
月
１
日
（
金
）

　

ペ　

テ　

ロ　

柳　

本　

正　

一

徳
島
聖
テ
モ
テ
教
会

祝　
　

堅　
　

信

お
詫
び
と
訂
正

　
『
神
の
お
と
ず
れ
４
月
号
』
で
、

教
区
レ
ク
イ
エ
ム
の
逝
去
者
の
中

に
「
５
月
21
日 

司
祭 

ミ
カ
エ
ル 

津
留
孝
夫
」
が
、『
神
の
お
と
ず

れ
７
月
号
』
で
、
教
区
レ
ク
イ
エ

ム
の
逝
去
者
の
中
に
「
７
月
22
日 

伝
道
師 

グ
レ
ー
ス 

小
西　

道
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
謹
ん
で
、
お
詫
び

し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

３日
３日
５日
７日
９日
９日
14日
17日
17日
18日
20日
25日
27日

伝道師
司 祭
主 教
宣教師
宣教師
司 祭
司 祭
司　祭
伝道師
司　祭
司 祭
宣教師
司　祭

益田喜代吉
ス ワ ン
ビカステス
ウ ー レ イ
トンプソン
岡 崎　 正
ジャクソン
古 本 正 夫
野 田 璞 水
関 翊
末 吉 時 信
リットソン
村 瀬 敬 輔

シドニー
エドワード
エミー

E
ミカエル
ピーター
パウロ

ヨハネ
エリザ
ダミアン

日時　2018年８月２日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　小林　尚明
説教　司祭　原田　佳城

＊８月の記念逝去教役者

８月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

広島平和礼拝 2018 のご案内
『ともに学び、行動し、祈ろう。そして一歩前へ。』

＊お問い合わせは、広島平和礼拝実行委員会事務局　広島復活教会（082-227-1553）実行委員長　長田司祭まで

おもなプログラム

　　　８月５日（日）
13：30　受付開始

プロローグ
16：30　平和公園に向けて出発
 〈以上、すべて広島復活教会〉
17：30　カトリック教会との

合同プログラムを予定
祈りのつどい、
平和行進など
（平和公園）

　　　８月６日（月）
6：15　原爆死没者慰霊行事

〈平和公園供養塔前〉
8：00
広島原爆逝去者記念聖餐式
司式：小林尚明 主教
説教：磯　晴久 主教

（大阪教区）
10：00　被爆証言
12：00　昼食　※希望者のみ

平和公園に向けて出発
〈以上、すべて広島復活教会〉
14：00　碑巡り ※希望者のみ

場　所：広島復活教会ほか
講師紹介：梶矢　文昭 さん
1939年（昭和14）3月、広島市に生まれ。小学
一年生の時、爆心地より1.8km付近で被爆。
「ひろしまを語り継ぐ教師の会」所属。現在、被
爆体験を幼稚園・小中学校などで毎年約30件、
被爆体験を語り続けられている。
2017年3月、俳優の三浦春馬さんが講師の自宅
を訪ね、雑誌の取材としてインタビューを受け
ている。その他、テレビやラジオ番組でも取材
を受けた経歴あり。

【著書】
『歌集 閃光と再生－原爆・教育・蝶と旅－』など

―『狼は小羊と共に宿り 豹は子山羊と共に伏す。 子牛は若獅子と共に育ち 小さい子供がそれらを導く。』― 
（イザヤ書11：6）

広島平和礼拝の目的
１．原爆犠牲者を追悼し、世界平和のために祈る。
２．次代を担う人たちに原爆の悲惨さ・戦争の愚かさを伝える。
３．「主の平和」を学び、その実現のために活動する。

かじ ふみ あきや


